
熊本市都市政策研究所 

第 15回講演会 
 

 

                                    日時:平成 28年 2月 5日（金）15～17時 

                                 場所:熊本市国際交流会館 7階ホール 
 

 

次 第 
 

 

 

１ 開  会   

 

２ 所長挨拶  熊本市都市政策研究所  所長 蓑茂 壽太郎 

 

３ 講  演    「地域継続と事前復興からの国土強靱化の発想 

～想定外の災害に備えるためには～」 

明治大学政治経済学研究科・危機管理研究センター特任教授  

日本災害復興学会会長     中林 一樹 氏 

 

４ 質疑応答  

 

５ 研究員報告  「熊本市の地域資源としてみた老舗企業」 

熊本市都市政策研究所 研究員 渡辺 亨 

 

６ 閉  会   

 

  

 



【講演者のご紹介】 

中林一樹（なかばやし  いつき）氏  

明治大学  政治経済学研究科・危機管理研究センター  特任教授  

日本災害復興学会  会長  

中越防災安全推進機構  理事長  

阪神淡路大震災記念 /人と防災未来センター  上級研究員  
 

 

【専 門 分 野】  

都市防災学、災害復興学、都市計画学  
１９７６年酒田大火直後の現地被災調査での衝撃から、都市や地域の防災研究・復興研究を

始めた。平時のまちづくりを通して如何に災害に強いまちづくりを進めるか、災害から如何に
地域を継続し復興するかをテーマに、近年は東京都と連携して自治体職員の「都市復興図上訓
練」や、練馬・葛飾・豊島区や八王子市などで地域における「震災復興まちづくり訓練」の手
法開発と実践指導の他、区市の「震災復興マニュアル」の策定支援など「事前復興研究」の実
践的推進とともに、東日本大震災では南三陸町の復興計画策定副委員長、伊豆大島土砂災害で
は大島町復興計画策定委員会会長など災害復興にも実践的に取り組んでいる。工学博士（東京
都立大学 1988）  
 

【社会活動等】  

日本災害復興学会（会長）、自治体危機管理学会（理事）、都市計画学会・建築学会、地域
安全学会、日本地理学会などで学術活動の他、東日本大震災復興支援関連活動にも参加。  

内閣府首都直下地震避難対策等検討委員会委員長、首都直下地震検討 WG 委員などの他、現
在は、内閣官房ナショナルレジリエンス懇談会委員、文部科学省地震調査研究推進本部政策委
員会委員、東京都火災予防審議会会長、東京都震災復興検討会議座長、東京都国民保護協議会
委員、東京都防災会議専門委員、世田谷・豊島・葛飾・台東区などの都市計画審議会会長など
多数。平成 21 年度防災功労者表彰 (防災担当大臣表彰 )、平成 24 年度兵庫県防災功労表彰、平
成 24 年度 NHK 地域放送文化賞、平成 25 年度東京消防庁消防行政特別功労表彰、平成 26 年度
防災功労者（内閣総理大臣表彰）など。  
 
【経  歴  等】  
１９４７年   福井県生まれ  
１９７０年   福井大学  工学部建築学科  卒業  
１９７２年   東京都立大学  工学研究科建築学専攻  修士課程  修了  
１９７５年   東京都立大学  工学研究科建築学専攻  博士課程  (単位取得 )退学  
１９７５年   東京都立大学地理学科  助手  
１９８７年       同      助教授  
１９９３年   東京都立大学都市研究センター  教授  
２０００年       同  都市科学研究科  教授  
２００２年       同  都市科学研究科長（～２００５年）  
２００２年   阪神・淡路大震災記念  人と防災未来センター  上級研究員  
２００４年   首都大学東京（改組改称）都市環境学研究科教授  
２０１１年   明治大学  政治経済学研究科・危機管理研究センター  特任教授  
２０１３年   日本災害復興学会  会長  
２０１４年   公益社団法人  中越防災安全推進機構  理事長  
 

【著 書 等】   

『中越地震から３８００日―復興しない被災地はない―』ぎょうせい（共著 2015） 
『危機管理学―社会運営とガバナンスのこれから―』第一法規（共著 2014） 
『市町村合併による防災力空洞化』ミネルヴァ書房（共著 2013） 
『東日本大震災 住まいと生活の復興 住宅白書 2011-2013』ドメス出版（共著 2013） 
『大地震―あなたの命を守る－東京危険度マップ』（改訂版・監修）朝日出版社（2012） 
『あなたの都市に地震が来たらどうしますか？』マガジンハウス（2011） 
『大地震に備える』日本建築学会叢書７、丸善（共著 2009）  
『路地からのまちづくり』学芸出版社（共著 2007）など。    その他、論文多数。  

 


